
(3) 平成 30 年 4 月 15 日
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ミ
ュ
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テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）
か
、
任
意
の
用
紙
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
生
年
月
日
、
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番
号
、

２
年
目
に
学
ぶ
専
門
講
座
の
第

１
希
望
か
ら
第
３
希
望
、
市
内

在
住
で
な
い
人
は
勤
務
先
か
学

校
名
を
書
き
、
郵
送
か
フ
ァ
ク

り
な
ど
に
取
り
組
む
。
講
座
は

下
表
の
と
お
り
で
、
複
数
の
講

座
を
受
講
可

受
講
期
間　

６
月
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日
㈭
～
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０
２
０
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２
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下
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サ
ン
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原
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対
象　

義
務
教
育
を
修
了
し

た
、
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

者人
数　

専
門
講
座
１
コ
ー
ス
に

つ
き
12
人

費
用　

１
年
目
＝
３
０
７
０

円
、
２
年
目
＝
２
０
５
０
円
、

教
養
講
座
１
つ
追
加
ご
と
に
に

１
０
２
０
円

申
込
方
法　

生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

市
民
大
学
で
は
、
基
礎
・
専

門
・
教
養
講
座
を
通
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
卒
業
後
は
、
知
識

を
生
か
し
て
団
体
の
設
立
や
地

域
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
も
い
ま
す
。

基
礎
講
座
（
全
16
回
）　

１
年

目
に
受
講
し
、
市
の
歴
史
や
市

勢
、
文
化
な
ど
の
市
原
学
や
、

防
災
、
健
康
、
環
境
な
ど
の
現

代
の
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
。

専
門
講
座
（
全
10
回
程
度
）　

２
年
目
に
専
門
的
な
知
識
や
技

能
を
学
ぶ
。
講
座
は
右
下
表
の

と
お
り

教
養
講
座 　

毎
年
選
択
し
、

生
き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く

　

い
ち
は
ら
市
民
大
学
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
仲
間
づ

く
り
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
が
参
加
す
る
、
２
年
間
の
学

習
講
座
で
す
。
６
月
か
ら
開
講
す
る
、
第
６
期
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

講座では文化財に足を運ぶことも

　災害対策コーディネーターは、自治会

などでの防災に関する知識や技術の普及

活動や、災害時に地域の防災組織と行政

関係機関などのとの連絡調整を行います。

日時　防災活動のための講座＝⑴ 6 月

16 日㈯、⑵ 17 日㈰、⑶ 30 日㈯午前 9 時～午後 4 時 30 分、

実技講習＝⑷ 7 月 1 日㈰午前 9 時 30 分～午後 4 時

会場　アネッサ　

人数　⑴～⑶＝各回先着 50 人、⑷＝先着 80 人

費用　各回 500 円

申込方法　危機管理課や支所にある申込書（市ウェブサイ

トでダウンロード可）に必要事項を書き、6 月 1 日㈮まで

に郵送かファクスで申し込む。

その他　⑴から⑶まで全て受講すると、千葉県災害対策コ

ーディネーターの修了証を交付

申込・問合先　危機管理課（〒 290-8501）☎㉓ 9823、℻㉓
9556

急病センターの
看護師

問合先　急病センター☎㉑ 5771

災害対策コーディネーター養成講座

勤 務 日 時　診療時

間に合わせたシ

フ ト 勤 務（ 日 中

＝ 日 曜・ 祝 日・

年末年始の午前 9

時から午後 5 時、

夜間＝毎日午後

8 時 30 分から 11

時 30 分）

勤務場所　急病センター

人数　数人

報酬　日中勤務 23,800 円、夜間勤

務 10,850 円（年末年始別途）

その他　詳細は木曜を除く平日の午

前 9 時から午後 3 時までに電話で

問い合わせてください。
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申込・問合先

　3 月 24 日に行

われた「優良少

年 消 防 ク ラ ブ・

指導者表彰（フ

レンドシップ）」

において、五所

小学校が総務大

臣賞を受賞しま

した。

　同賞は、全国に 4,647 団体ある少年消防クラブの

うち、「特に優良な少年消防クラブ」と認められた

団体に贈られるものです。

　学校全体の防火意識を高める取り組みや、積極的

に消防出初式に参加し、多くの人に火災予防を呼び

かけ、地域の防火・防災思想の普及に努めたことが

評価されました。

五所小学校少年消防クラブが
総務大臣賞を受賞

問合先　指導課☎㉓ 9849

募 集

ス
、
ｅ
メ
ー
ル
で
５
月
15
日
㈫

ま
で
に
申
し
込
む
。

1 年目 2 年目

基
礎
講
座

専
門
講
座

防災コース

いちはら健康大使コース

高齢者支援コース

子育て支援コース

環境コース

観光振興コース

消費生活コース

歴史文化リエゾン（市民学芸員）コース

教
養
講
座

水墨画

軽スポーツ

フラワーアレンジメント

知って得する！法律講座

パソコン初級

パソコン中級

園芸

歴史探訪

今あなたができること（緊急時・災害
時の備え）

図書館調べ方講座

クラシックギター初心者講座

健康体操

選択する講座の一覧

出初式で行進する子どもたち

市民大学に集った仲間と一緒に

学んだことを生かしたい
　まなび舎こすもすは、子育て支援コース第 1 期の卒業生が立ち上

げた団体で、小学生の学校の宿題や復習の手伝いなどの活動をして

います。「市民大学で学んだことを生かして、みんなで何か取り組

みたいと思い、挑戦してみました」と話すのは、代表の御簾納さん。

年々、市民大学の卒業生がメンバーに加わり、教室を開く場所を増

やすなど、活動の幅を広げています。

まなび舎
や

こすもす
代表　御

み

簾
す

納
の

　正一さん

仲間と課題を乗り越える
　「子どもに勉強を教えた経験のない人も

多く、今の子どもたちにどう接したらよい

か悩みました」と、活動を始めたころを振

り返ります。そこで、勉強会を開き、子ど

もへの教え方や教室でのレクリエーションの方法などをみんなで学

びました。その結果、子どもや保護者から、「また利用したい」「も

っと続けてほしい」といった声が寄せられるまでになりました。

一緒に取り組む楽しさ
　まなび舎こすもすでは、普段の活動とは別に食事会を開催するな

ど、メンバー同士の交流を深める場も大切にしています。メンバー

に採ったアンケートでは、やりがいを感じる理由に「仲間と活動す

る刺激・楽しさ」を挙げる人が一番多く、「これからもみんなで協

力していきたい」と語る御簾納さんの言葉には力強さがありました。

新しい学びと
充実した暮らしを

いちはら市民大学の受講生を募集


